うち 

トウ ロットのお 家 は 貴族で、 お 父 さま は 海軍の 士官 

です が、 今 は 遠方へ 航海 中で、 トウ ロット はお 母ち や 

まや 女中の ジ ヤンヌた ちと 一 しょに、 海岸の 別荘で く 

ある 

らして ゐ ます。 トウ ロットに は イギリス 人の 或 ミスが 

まいにち 家庭教師に かよって 来て、 町中 や 浜べ へ つれ 

て 出たり して、 いろ/ \ のこと を をし へて ゐ ます。 

「お ぼつち やま、 ミスが いらし つて、 おまちに なって 

いらっしゃいます よご と、 けさ もジ ヤンヌが よびに 来 

ました。 トウ ロット は、 つんぼの やうな ふり をして、 



ぼかんと 窓の 外 を 見て ゐ ました。 

「これ、 坊や。 ジ ヤンヌが よんで るの が 聞えない の ご 

とお 母ち やまが おっしゃ いました。 

「聞え たの ご と、 トウ ロット は、 むじゃきな 目 を 上げ 

てこた へました。 

「だってお 母ち やま、 わかって るで せう？ ほら。 ぼ 

く、 ミスと 一し よに 出かける と あき/ \ してし まふ 

の ご 

すると、 お 母ち やま は、 すこしけ はしく まみげ をし 

かめて、 

「さあ、 早くい つて らっしゃい。 おとなで すね。 ミス 



ひる 

のお 話 をよ く おぼえて 来て、 お 午のと きに お 母ち やま 

に 話して ちょうだいね ご 

トウ ロット は、 いやく こっちへ 来て、 なさけな さ 

さう にジ ヤンヌに もたれ か 、 りながら、 小さな 青 服 を 

きせて もら ひました。 それから 頭 を つき出して、 リボ 

ン のつ いた 帽子 を かぶらせて もら ひました。 

「あ、 あ、 また ミスのお 話 を 聞かな け やならない の 

かご と トウ ロット はお も ひました。 お 母ち やま はお 

話 をす つかり おぼえて 来る の だなん てお おどかし にな 

りました。 でも、 それ は、 けっきょく、 た y おっしゃ 

るば かりだから だいじょうぶです。 これまで だ つ て、 



ひる 

お 午のお 食事の ときには、 お 母ち やま は、 いろんな ほ 

かのこと を考 へて いらし つて、 朝 おっしゃ つたこと は 

わすれて いらっしゃる のがお きまりです。 

ミス は、 すっかり 身が ため をして ゐ ます。 がんこな 

顔色 を、 みどりいろの 顔 かけで、 や はらげ、 とてもお 

で き 

ほきな 両 うでの とっさきに、 スコットランド 出来の 日 

がさと、 だいくい ろの、 かりと ぢのご 本 をつ かんで 

ゐ ます。 ふしくれだった そのから だは、 ちょうど、 う 

すつ ぺ らな 石炭 袋 へ 石炭 をぎ ゆう くつめ こんだ やう 

なかつ こうです。 茶の サ ー ジ 服の 下に は、 ごつ/ \ し 

た 骨ぐ みが 見えて ゐ ます。 た y 服の まへの 方 だけが、 



くびのと ころから 足の あたりまで、 すべ つ こく、 まつ 

た ひら 

すぐに 見え、 まつ 平にな つて ゐ ます。 

ミス は、 やせた 手 を つき出しました。 トウ ロット は 

うで をのば して その 手に つかまりました。 ミス は トウ 

ロットの 手の平 をぎ ゆうとに ぎって、 づ しん /\ と 足 

を ふみながら、 さきに 立って 歩き 出しました。 トウ 

ロット は、 せい 一 ぱいに 大 また を ひらいて ついていき 

ます。 それ は、 まるで 足 長 蜘蛛が 小さな ワラ ヂ虫 をお 

ともに つれて 出かける やうな かたちでした。 

ミス は、 れいの やうに、 せんさく を はじめました。 

「トウ ロットさん。 きの ふ は どんな わるい こと をし ま 



した？ 一 とう わるかった とお も ふこと を 言って ごら 

ん なさい ご 

トウ ロットに はお 話が こんな ふうに はじまる の は、 

かな ひませんでした。 かう いはれ ると、 うるさい、 い 

ゃァな こと をす つかりお も ひ 出さなければ なりません 

しかし、 いやで もお も ひ 出さなくて はす まされません 

トウ ロット はきの ふ は、 いろ/ \ わるい こと をし まし 

た。 

ひる 

さあ、 一とう わるかった の は 何でした らう。 お 午 ご 

はんのと きに お 皿 を ひつく りかへ しました。 それから 

野菜 を こぼしました。 クリ ー ムを三 どもお か はり をし 



だけど、 トウ ロット はま だ もっと わるい こと をして ゐ 

ます。 さう/ \ あれが 一とう いけない ことでした。 

きの ふ、 お 母ち やま は、 トウ ロットの 虫歯 をう めに、 

歯のお 医者のと ころへ おつれに なりました。 

ところが、 トウ ロット はごう もん 部屋の やうな、 こ 

はい 手術室から、 いやな に ほひが ぶんと 鼻に 来る と、 

そして、 お医者さん や、 お ほきな ひぢ かけいす や、 は 

がね の 道具 や、 車、 ピンセット、 やすり なぞ、 さう い 

ふ いろんな もの を 見る と、 死に ものぐ る ひで、 こ、 V ま 

りち V み、 小さな ロバの やうに、 メ 1/\ なき はじめ 

ました。 



「あなたの きの ふの 罪 は、 すべて あなたの 勇気が たり 

ないから です。 け ふ は、 古代 や 近代の 民族、 とくに ィ 

ギリス 国民の 歴史から 例 を 引いて、 勇気のお 話 をし ま 

せう。 イギリス 人 はこの 徳性 を りっぱに そな へて ゐま 

す。 その 点で は、 いかなる 国民 も、 イギリス 人の 足 も 

とに もよりつ けません ご 

二 

さあ、 そろ/ \ む つかしく なりました。 トウ ロット 



は、 きっと、 こんな ことになる だら うと はお もって ゐ 

ましたが、 いよ /\ となると、 うんざりして ためいき 

をつ きました。 まいあさ、 ミスに、 前の 日に したわる 

いこと を 話す と、 ミス はきつ とすぐ に、 あなたに はこ 

れ くの 徳性が たりない と 言って くど/ \ 話し 出す の 

がお きまりです。 中で も イギリスの 歴史から 一 とう 多 

く 例 を ひいて 来ます。 イギリスに は、 いろんな 徳性が、 

どつ さリ、 あふれて ゐる ものと 見えます。 ですから、 

トウ ロットの 頭の 中に ある 英雄 は、 みんな、 イギリス 

の 兵たい のな り をして ゐ ます。 

このまへ トウ ロットが、 人の 髪の毛 を 引っぱつ たこ 



しかし、 一とう 多くい ろくな 役に なって 出て 来る 

ある 

の は、 いつも 或 小さな お 嬢 ちゃんと 老 夫人の 乗って ゐ 

る、 二 頭 だての 馬車の 御者 台の 上に ゐる、 あの ィ ギリ 

ス 人です。 ふとった、 あぶらぎった 赤ら顔の 男です が、 

これ は ミスのお 話で きいた、 フランソワ 一世に なった 

り、 アジ ャクス にもな り ジュリア ス • シ —ザ— にも ク 

ロム ゥ エルに もなる のです からき たいです。 

「トウ ロットさん、 聞いて ゐま すか？」 

今、 ミス はかう 言 ひながら、 目 を 光らせて レオ ニダ 

スが 祖国 を まもるた めに、 三百 人の スパルタ 人と 一し 

よに 戦死した お 話 をつ V けます。 と、 おも ふと、 こん 



ど は ホラ チュ ー ス • コ クレスのお 話です。 これ は、 目 

つかち の 勇士で、 たった 一人で 敵の 全軍 を ひきうけて、 

一 つの 橋 を 防ぎ まもった のです から、 レオニ ダスより 

もす ばらしい わけです。 ミス は その 話で もってす つか 

のぼ 

リ 逆せ 上って、 トウ ロットの 手 を ぐん/ \ ひっぱって 

歩きます。 

と、 そのうちに ミス はふと 立ち どまり ました。 ム 

シュ ウス • スケ ボラ は、 ぼうぎゃくな 王 を 殺さな かつ 

たの を 悔いて、 じぶんに 刑罰 を 加へ るた めに、 手 を 火 

の 中に っッ こんで 焼きました。 ミス は その 話 をし なが 

ら、 片手 をに ゅッ とまへ にっき 出しました。 トウ ロッ 



トウ ロット は ミスが よろ ひ を 着て、 騎士の やうに 馬 

に またがって、 やばん 人に せめ か、 る、 いさまし いす 

がた をかん がへ ました。 ミスに は、 たぶん、 よろ ひな 

ぞ はいらないで せう。 あんなに、 からだが かたいので 

す もの。 この 人に あたれば、 どんな 矢 だって みんな を 

れ てし まふで せう。 これで はサラ セン 人 も 気の どくで 

ミス は 一 しょうけん めいに 話しつ、 V けます。 

「近代で は、 かう いふ 崇高な 功績と いふ もの はき はめ 

て少 くな りました。 つまり、 イギリス 人の 英雄的な 行 

為 を 必要と する 出来 ごとが、 永年 来、 なくて すんで 来 



たからです。 近いれ いとして は ネルソン を 上げ ませう 

ネルソン は トラフ アルガ ー の 海戦に は、 片手 を もぎと 

られて も、 なほ 艦隊 運動の 命令 を 下しつ V け、 命 をな 

げ 出して 指揮 をし ました。 それから、 つぎに お話しし 

なければ ならな いのは …… 」 

ちょうど そのと き、 小間物屋 のまへ に 来ました。 ミ 

スは買 ひものが ありました。 トウ ロット は、 ぢ きそば 

の 散歩道の とこまで 歩いて いきました。 そこのと こで 

まって ゐ ようと 思った からです。 ミス は 店の 中へ はい 

りました。 トウ ロット は、 こちらへ はなれて しま ひま 

した。 



げも なく 焼いた にき ま つて ゐ ます。 

ミスが ネルソンに なったら、 どんなにす ばらしい、 

はたらき をした でせ う。 トウ ロット は ミスが 襟の たか 

い 海軍 服 を 着て、 ばかに 長い 片 うで を ぶら下げて、 キ 

ィ/^ 声で 号令 を かける すがた をお も ひう かべ て 見 ま 

した。 

ミス は、 そのつ ぎに は、 レオニ ダス、 コ クレス、 ス 

ケ ボラ、 それからもう 一 べん ネルソンの すがたに なつ 

てあら はれました。 そのほかの 人た ち は、 みんなで 一 

つの すがたに なって 浮びました。 その すがたと いふの 

ま 



おや、 どうしたんで せう。 ミス は？ あら、 何 を ふ 

きちが ひむ すめ 

ざけ るので せう。 ほう、 とんだ リ、 はねたり 狂人 娘の 

やうに、 くる/ \ ま はり をしたり して ゐ ます。 ミスが 

あんな こと をす るの は、 はじめてです。 

お、、 ちらりと うしろへ 目 を 向けました。 おや、 く 

るりと 向き か はって 日が さ を ふりま はし、 を かしな 声 

でさけ びながら、 あとし ざり をし はじめました。 

どうしたんで せう。 トウ ロット は、 しんぱいで たま 

ら なくなりました。 



と、 ミスの ふくらはぎです。 ミスの 靴下です。 を かし 

な 犬もゐ たもの だ。 あの 犬が、 骨 をし やぶって ゐ るの 

を、 よく 見かけました。 

ほう、 だん/^ に はげしく っッ か、 つて 来ます。 ィ 

ギリスの 女 を 食べて しま はう と、 腹 をき めた のでせ う _ 

まま さ を 

ミスの 頰 はまつ 青に なりました。 た、 V 鼻 だけが、 危険 

におち い つた 船の 信号 燈の やうに 赤く もえたって ゐま 

す。 ちん はぐん くそば へ 来て、 狂った やうに、 ミス 

のぐ るリを かけ ま はります。 それ こそ、 日が さで おど 

かしても、 やさしい 言葉 を かけても、 き、 はしません- 

だいたん にも 鼻先で、 ミスの スカ— トを ひっかきます _ 



攻撃 は、 いよくもう れつに なりました。 ちんの い 

ときり 歯 は、 ミスの ふくらはぎと おも ふあたりへ、 が 

くりと かみつきました。 ミス は 自尊心 を 失って、 ひど 

く あわてさ わぎました。 スカ —， ^を まくし 上げて、 ラ 

クダ のかけ 足の やうに、 くびのと ころまで すね を はね 

上げました。 でも ちん は、 もっと すばしっこく ミスの 

イギリス 製の、 じょうぶな スカ ー ト をく はへ ました。 

ですから ミス はとび 上る ことが 出来ません。 おやとい 

ふやう に ふりむい たなり、 ちょうど、 かつゑた 野獣の 

きば の 下で ふう/^ 息をし てゐる 羊の やうに、 にらま 

れ ながら 立ちす くみました。 パン屋の 人た ち は 店の 入 



「ミス はず ゐ ぶん 勇敢ね。 ねえ、 ミス ご 

ミス は、 さう 言 はれて、 トウ ロットの 顔 を、 け はし 

い 目 をして ねめつけました。 わたしの こと をば かにし 

ていふの だら うか。 いや、 さう ではない らしい。 トウ 

ロットの、 きよらかに、 すんだ、 二つの 目に は、 皮肉 

なぞ はちつ ともう かんで はゐ ません。 ミス は、 おも は 

ずから だ を こ、 V めて、 トウ ロットに 頰ずリ をし ました- 

トウ ロット は、 ほかの こと をかん がへ てゐ たので、 

ミスが、 なぜ だしぬけに、 頰ずリ なんかし たの かとい 

ふこと を、 あまり 気に もとめませんでした。 

食事のと きに お 母ち やまがお き、 になり ました。 



あがり ご とおつ しゃいました。 

ですから トウ ロット はス— プを 食べました。 トウ 

ロットの 目の まへ に は、 みどり 色の 顔 かけ を かけ、 茶 

のサ— ジ服を 着た、 ミスの 勇敢な 立像が うかんで ゐま 

す。 トウ ロット は、 その 像 を まじ- (^と 見す ゑながら 

ス ー プ をす 、りました。 
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